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れには大きなジレンマがあ J 》たc つまり自三，：（＇） た
めの工業化を速めるために逆にソ連の援助への依
存を強めざるをえないとレうことであるコ中共付
























































































































































































































( i 3) 、iiL干＇） cl メ 1 C ，／）国際ffヤめぐる重＇Ji"J
にJ 代、ては， 1!11・1・:'Jlr, 1, 1説得外貿勾以；fの基調J（行
川滋網『中関経済の長期1民議』アジア経済研究所 昭
和4Jll')89ベープ参照。
( il 4) い｜：共中央＇； Ji'Ji it員会払・ ••• ＼、会議におり J、
古沢東主席c'"l講話（抜粋）」Cir中国六躍進政策の展開下


















化め協［向山尚まりを， t~ I立すると 4ヰゐできる。」（傍点筆
者〕。『新著書半月刊』 1956年 No. 20。
（注5) f中国共産党第8）リl'I：国代表大会第2回
三議にわげ斗劉少脊叫LI帝の活rFJ.1切告， 1958年5月5
I l」 （『中岡大躍進政策の展開一資料と解説 上巻』
！｜本製際［！日出研究所 川和48年） 64ベージ写W'a
























のなかで， r l':t：業jよ互理J＇泌が始めて，r~z: きれた E H様
に， 「白 ｝J更！＼J という f型；がなえさ？ていう。辺、土：
式なゴミ L ょうーのなかで経済淫設に.) ¥ .ご L'I け If~ 'l 
いう日I[が／昔＇.われたのはこれ方ゐ伶めて； .1i1,jノJ1 C。自
知］ 2中全会の劉，i,{; 報告のなかても， i, f〕／
一とL、／よL、。
(/110) : ・ /;Ti}編集部訳『411記共産；・2批判
ースロソ被告』 ：九五片i 196,H fi, 21ヘ一 /c, 
(illl〕 こっ1命＇（，：ご関トて 1も ＇） i；ぺな／Iiかあ〆λ
63.'q'lO J 26 Ll，対JgC仁1,j与，，，央3工Ii、・1;/iu ;] j訂正： 1lc1 
干｜学院／lj 学科：i， ’·ttm~司会主l' 4 !nl 説、たご；」｝~，~ ]; ＇.、二
「-/71'＇芥. ti:;_, 科学！：（午，＼；＇）戦開 1'-Jf壬f号J ' ，｛日ず〆：】，，；； r,1
fおこなっア。 1,z ，，.，，，~長；＇） fil 犬山竹tセ i土Il]C正；：i司1;,j、
；）［主義運動if；げる“ 分：，Y:,，ご：” （ ，：分4；て二 L! 
る〕の必然何， L叫、かえれば「1立{I；下正！｝，Jぞ 、；1,
烈，J)必然1汁き ・Jc張 1〆たこ）一＝・YJ 7) ,•) C tん： ：ゾ J 日｝
“矛析しり調和、融 （1”売 n長す之｝行へ；，批判 tJ；こ 3
3 ている（『」I:;/(Ji<; 4丑』 λ・o.3 1964W 怠！円九 1/,J j弘
U）演『i見l土196li！二七汀か円j号献玲（中共，，，央委員， 科学1,.
fi学社会学f;in1：員）そ中心： L1長行 〈「ん“ （~ • (I 
（二つが frゎ5 》：.J. ，＇.： る）えしぷゐ’戸、 対
i' f也ならな刀、 子οi七IJ一、J二 1 け， I，可渇iぷ説ヰハ.J;
こなid 1 t , ,  l, 10 I l 26 I i 〈あ ζiセニ i,i'. 
れが『人i己i獄』：.Jミノ〈♂ j;1 ：｛；はこむ ）］ 俺，・，12ケ27
1であ pf二。しかも2711の『人1:fl 1'l：』小 'J車三 l,'j
1坊は「ない二 ＊!. .', ＇・ワr：司組（づ｝t,，：；υt：三）に
れ分の：在、§.！.を述べf：、 L.'l1，べ。 i;:• .i¥ . t点があれば 1,
志tl)ji'fさん＇・）批判と訂正 J士t,tiが、、 I，～＇・ ',J J二itぺ：
いる。同j号付見解はあくまご紋州人.＇， 1,.持'i'= 1.ご＇，
初めと公れを汀さ Ji f. I ,hろベづでも，；コゥ n
以上の間以乱；i,[lに閉し：河！主な見解力＼Villiame
Griffithのu1詰文にふ心れるa “おno-Soviet Relation 
1964一 65，＇’ ChinaQuarterly (Jan. '.¥farch 1966）。
f司事JM市1があ ごそれ君公1三，：＼れる 2カ fl！打j：’j司需h
珍はu，き続ラ各所で“ （，二T有i牟” i：命 （T) ）＂裂を主 3こ』よ
ていた。明，，かに彼の主張を支払寸心的 TlなIr；買プ，： , 
Lてはナぎなか「たこと 1ごあんう。筏；：文平.， ! L J川、
lj) 人かに.＿＼ *1 i二三二 fパ三よるし， l,IJ少すh;" (,. ・. jl'司
請を宣伝すろ f二めに， 64年に接点ktとに折小 J ごこ’V吋
戦をやらせf：とい久。 『中広 l'r手戦事7、でιJ、3inJ：コノ・：




Lナ：か，こ ＇）二＇： ' 196:i. G4 :r、1I与Ll紋J、Hlふ if爪J
~：二 lえ；7IJ J j l ，：，ーさごもら ＇） 0 
( ,112）『i』際；i、Pi.l:Aif，内
戦』 r1~\( c 
｝ぞL路線：l羽1;',,;,j 
l d l:l) 市F む論え 18 1:2-，←／， 17 
/ 0 
u上14) 『人l<I ，品』社 n白 ・l 1勺HI九＇こ Iぇ主I'
ν1:ll:Y,., i〆、： c＇！ う）Ii山知 i~- ・: I L『」t,; lid 'i J 
λ・o. 4 1964）。「111:,1；也；u,[;u ',1'¥.;1；［：よ194内；18i 
[;f；片i:,) "~ ;t＇二九仁 n ［己：，w.・，ヲ；， I 
｜い J f 二d ，，：｛，／；」 L『新円If;'!i r: lj、1九 /fll台）21)λ〆、
1964;1 '•1!11,,:1也 ·11" ，刊、 ii'! rし； I • '・XJ＇.：；ヲ
｛せれ刀，',/; [r] ・1 ,i¥:' f、 .l':J~＼示発 1r，己、，／IJ ',・ I立t¥1.1.‘ ，•，；：•＼日 l I 




つれ，対外経済交流も活強化した ・1 1 ！，. ’士山j_，べ
特徴i主主要な技術・設1m,n導入先j，ソ連か九百似J
諸国に変わった二とである勺
1%j年約）］‘ 日本泊、 ，・） 化学繊維ヅ弓ントを目い
付けたのを始灼として， f,4年以降ーには円本‘ ←アごア
L て， スヱ－rン、 f二千＇， I ζ， rli F「ツなど I）るん
あいつL、でイヲ L トを買い付けた。 1966年ーまでと
♂） flニ数；は l汁44件、金額にしご 2億 1ご／レに達Lfこ｛




人にふみき，》だ背毘；は． 主ず第 1；ニ！）；〔料ril山 見 通



























































































































































二こでは中国におけるシエ－－ >・ J）実態と何1,J iニ
ペいて計量する統計的根拠をもわあわせtn、円
で，政策的な動向にふれるにとどめる。
































































































































































































































































































（注 1〕 1963年10月 1日の『人尺u報』社説「発




















貿系統復i伴資本正義的fr'i天界fr」 （『人民 11 l殺』 1967
{j二9fl 1 1〕。
Cl七4) Ii）］野義夫「，1 fi~ .: • )ct外貿易j (i i 1 ~誌編




f l本貿易保釈土 1973年） 182 183ベー，きょ似コ






（，主 8) 米i尺秀夫『中関経済論』%／J￥禽湾 1968 
f下 345ページ。
（注 9) 論争の内容に J川、ては，米昔、（ 1巧i：；守




（注12) Dunacan, H., Soviet Polic_v 111 Deve-
loping Countries, St丑te1l泊、ersityof New York at 
Brockport. 1970, p. 7. 
( it13) 同家計問委i百lj主任楊英系「1:J更生JHI
的偉大勝利」（『経済導報』 1964年10月11日号）。
(1主14) 森隠椀郎「；i:f, le itと間際め五j （『思
想、』 1969＇.ド＜） ）！ 号） 29ベン n
（注目） 玲屯桂「アンプ・アフリカ経済の当聞の
諸問題」 （『思想、』 1964年5月号〕。
（注16) ！隠逮貿易Pl発会懇の成果にWl.Jでろ， T 
シア・ f -., ，，なからの参加iおの予備的論詰 i（『世界
政治資料』 No.195 1664＇－！）。
（注17) 『人民日報』 1964年6月ZOU。
（注18) 「中国農村両条道路的闘争」 （『人民 l
中国経済の近代化と自力更生綿
織』 1967年11Jl23日〉参照。















t注21) 首；； Lだ利文の引用；て－ ＇＇.、ごは『紅依』
N円. 2 196,:l;I 27ベージ， :J1 '.l:oページ。
（法22〕 『北京周報』 No.40 1964年。
（注23〕 『北京周報』 No.36 1965年。




























,t日本や丙欧諸国へ各工業分肝にわたる産；業技材、J文革以来の孤 {1:(1りれ )jE芝生路線か7トラ－ ) /);1 l vアA、
主たl主l内で各函のT禁足
本：1tiを数多く問催したことなどがそれである。
・, L i二重＇Jさとともに‘ n年以降山中匡！の対外粧品流
支流のなかで脚光をあびたのが西側諸国かられア
同信凶合数多く派遣し、よこのがl(l7()(fーとでの午年詩史ーでふ ，た土いえる
経済1fii における iji~1Jiil第イ〕 itよ；むlj;J:' I,羽海iこlf'¥（治
体；HI]；こJH、ζi.t立；,y.:n,1三位；「 C,.;Jtてきた軍事管制
／二が丈J本をJ!t4（し秩序び）紺；t，強化tこノ）ながる竹




台成ア J工チレン年産30万トン 7リラン卜、;,(_ i-1:' 
世界的に最iti卜など．モニ γ 年産33万卜＞ －，＂弓〉
ずる”｛十三iもl]i，二一けする反発も、奇弁会日主主〆にときた
1970年制Jかじ 9）］にかけて間．川l／~こ！？共第り






























さ「ヲにtul寸べきはその支払L、方法で、ある c 6:¥ 
石油化学をしての石油化学工業の役者1Jに注目 し、
「2ミ業を基ろにあったとい〉てよい。 71｛ド以ド！；，































る。 it.i主べてL、る (it9 )., 
60午ti:には現金決済が主流であ t jた三とを考え
ればラ 70年代におL、て援助は受けt.n、という高木




































































自力疋1t～；こ－ ) ＇、ては i;r L : 玉j¥i＼の－ι↑ti／；、心
かけ肉tj L jこむので丈仁 Lにことが •J1! ,il 主;/1.てL る





















































































































































(/11) 91"12 11社会て料、彪は“iX:小命ケ fノ
ミt；こlbi，これt' fとし、う（10J,1i), :;, : : ；；けむ！討
1,:、;j(，＇）政治＊ i;i；）。 こν、1竹村； t;), f1'.，主か杯i色！，＿ ,',:liJiに
L いこ， il家 iJfr,1'，：，＆村ふこと主？（？！，ぶ会十川場て空；，，i:
I , /il）とうれア：二と tさj '.'/}.!,11～。似:i/1i・H、！佐
｛土結川こしり総：；＿， T批判され，以後公側、Jilをfど こ
とに仏 J 1. 0 
( i2) 己lHL会後’＇ 12.IJ. UJ".)1.!.:i . ; ＇日・
人／』仁お i工クソン J京大統官lt, lrl;/1 Jυ沿、；ムし｝主〆J
し二人，士fi；え，以後米中関係Ja改善す j,急速に if!.ξfこし
にイム.， f。まに71司有トはi1)' h中国山戸＇.／ T ,i!; f（政府じ
k,t する“IX:,f!J Jf,; , L L う批判， ,'s Iバー人l（戦q,')Jj毛j:/1
上i)カ， It ；シ 1 1・ :, • .• i十トk・＇ι＼）、 "' 'i ：，コ；こ
:1ノイ l) じ／ /." ，・、 8IJ, il、し＝ .• ・ ;), . J.1 ;,c.む
貿易 （＼夫Fi1~:<[; j人jI人。
(ii:;) ,m家計伊ik執筆小組「大 1j.1•J 、型 ；1':J， 投与」
（『人民 jj縦』 1970-'J8 )J 24 ! I J，『人1'.1減』 197:3: 
4 IJ15il ,'>!liL"l仏語ヘに問 iJるい；［＇.・j], )i, ・＇）え［ 1!ijl,[,LI, 
l己経済党 IF'.•'! i、t}j幻 1c u・」t1;, J/,JHU! N付。 ι：；， 197:H) 
江ど参照。
(i¥4) '.~1.IJJ}.:: ieJi1'.n向J亡。
(/1-5) iU奇1E1も il匂イ則 T業［c:I, ／／｝輸出」
（『欧米.;f;ILI ,1, !I、iJ)経済肉付J Iト伐 .＼！； jレ：ML:t 197:l 
1f :l ; ) ）なjl[I,
( it(i) 「_tJ,j，ブ 7γI・ 11°~ ，；：先ハ’だ状J（じH,j，妊J汗
30 
Jh；よ：：刊U -"lo. fi 1973ft) -1ぺ一＇ C 
! i 7) づ、 ll,•1t11'1I 吋 VトモPt し』J j，，：二組I1. '・ ・I': d'il 
, r,, 1-1粁｛汗＇，利 i"l' 1,: 'I J 11 I• 任 i内 1,:; ;, 197,! :1) 
]9同 - . 
(, I 8) , ！：；「；＇Li州じ正凶 J J 4(17ヘー一／リ
I. L 9) ：部 •J 、 1卜r 此， j, l1J'rf'i1c HIτ；内1:1:w」（『7()ij戸
川，.！ ［＼け.:i9 訂正 1974'1) lti 、』〆 o
( , f] () U' [ I i；、 r手汁 i!r1¥IJ l{,;f1,19 ;I 'l ＇五｜ ι
( I j］、｝ iト •Iι ，；＇， Iてソ； 1 ＇↑ －＇）＂』 L ：上；，ど司 1972"1 
丹it>汀土 I；.ヘ C ·.• ' ,rj，「＇＂系広告土二 ', 1］カ｝ロ主立さ打、
,1，吋 1：＂守 ,'1': )) ・，デ行、：、ー～－ "Jli1年そ Id；め f。7:31ドにこ
べ： f!c, .J, .+~ ;t>: i200Tj :r,1 ・c，こ1全－j,: '・ 
1974;! (i lj ,~',. 7 )J；：小に二品二件ili-fl,ili此l, :r 1円
[Ii＇・、m:Yif：引か北点I「J[i］：二 1£ ＇.」~： i、F＿，，なプl Lヘ
. ）（二l二， 11:rか「、7:3;I；二尤 hけて外l'ij/~ i't.) i: i；に“1
d: Aド＇ J:＇.、 1'1/1" IC },: ！量に Ii'_庄 L; .一二と ・i批判jζi_,'
，もア（「jιl1,Wil封1」1974{1 !i ;: 181 i, li.J 7ノl,Dll) 
ハ112) I l五j,J;仁業問先叩事会 ／Vir司会議；て，； ;i ' 
～ L越す'.1: ＜↓ 1l•li'<F ＇；.発＇ J〔『」t以問」，.u:No. 21 197:l 
i l÷iJ主任怖はとj'J.Ji~：必 5 11•]1；／ジt ,:;.,i lら正；＇r,j't,1, 
li.'i'・,): ＇））［，，」 （『 It,,J/;J t;tD No. 29 l日7'.l斗）， !J卜
i1jl生n
し！：J:-l) 「［J.,j＿；虫ii＞；，特別総会におりる都小、trilム
1 ・ M ,rt」（『北；；，，府特.！ No. IS 1974;1 ）。
し114) r ri，述資初日特7)j示しょに ,i・ l己流来日＇li!iJ< 
J げ＇.n児｜ 〔「北京同報INo. 19 1974斗），.
( ,I 15) l i,iオ（ ＇）新有 l民地主代レパ r'kこい.・， ,1,1叫，：＇
lはitlこ丈tiらj汗！聞か＼， I 1 , 2 ,;，お大U:Jが凶j卓三・J
("-' I), )~l 1 jらこと； il ・よいよ岡知にな t ごう・＇ .I 
': ;Jfili', ・', ，た I！：。 1971；ドJO1]291 ! ·円 l1l•Jf,:)I,
;u11リ（『」LIJ', ),';j対j.',/()_44 197111) 
( , 16) 1 ・北広間報』 J¥:o.18 197'.! ;, , 
（ド17! 1974'17 JI iこ；J：中しア If:ンヤ←，：－ :, . 
rtzH河川，1Ji' i', ｝， によ ω . ,1！＜、＇i),'. l'iレt料、J}b,
「人！日戦＇f, I］キ Fo; t .' tこ， ,I 、，－， ♂ j I ·~ “「ト＇，＇ i,
＇！冷戦了？にイ fi，予 '.: I司1吠，.，，：村，lhx lァ千I'.!tたP，；品” l
；，［；－－、ふ：と！、、
しU8) (lll:-l）参照。
〔（： 19) L i、＼lj.〕吋外長助績はけじ＇＇ l Jノけ. 197011 
I) （，青99()()71：ノι71:1 4 ／店、tiSOOTjI .・1. 72'1 5 ｛店7201l
Jj ! .・わ、｜総 Ii汚「11i1J i 1 'JfjIJ'.i主I：凶j{JJIJl 、｜吋7÷tn: 
;,'lj人＇i.JL『転換期Jアンア J凶｜友関係』 Ir-1＂経済 g;_:.:
おわりに
1975030033.TIF
197411 ) 275 276、ら 〆。 7:'¥ij).' };,:l!J害[il.t(J,! ［ヨトん
I本t壬［汁引I1:rLJ lY74斗10,J 9 , Io
( 1 i 2(l l l' it , I JlrIJl』1974'.iιiJ'.o:li, 
(, i 21 I idzi，＇主fr庁 jず），七自主）-1h投下J jif~ 1,:(1:1え
よI 1974'1 229-2:30へ←ン。
(iJ22) t i I tUi:系新i1Ul 97 4 tJ ll J I 14 I ! , 














LC 多くの農産物を犠牲 l紛tじすること） トニ Ltr 


























































































I, 11) 判 Eヨ「堅持独よ自主， 1) J更生的 }JJ'＇」
（『紅餓』第 1号 1974年〉。







( 14) 『｜｜不経済新，~［』 1974;111 ); 16日。
(!l 5) 『北京周報』 No.1 1975-'l＇二
L劫l句分析 ；';j;)
